
８４日間の２学期がスタートしました。

夏休み中、大きな事故やケガの連絡もなく、子どもたちの笑

顔とともに今日を迎えることができ、保護者の皆様、地域の皆

様に、心から感謝しております。

子どもたちへの声かけや見守りをありがとうございました。

さて、今日の始業式では、子どもたちにこんな話をしました。

夏休み中に開催されたパリオリンピック、国の代表として出場した選手の皆さんを見て感じま

した。

「大人になっても、あんなに本気で“努力”できるってすばらしい！」

そして、疑問に思いました。

「あの選手の皆さんは、いつ頃からオリンピックを“目標”にしていたのだろうか？ いつ頃

から“努力”を続けていたのだろうか？」

皆さんも自分の“目標”立てましょう！

“夢”をもちましょう！

その“目標”や“夢”に向かって、今から努力を続けていけば、できないことはありません。

少しずつでよいのです。

毎日、まじめに、コツコツと“努力”を続けましょう。

小さな“努力”を積み重ねられる人には、どんな人もかないません。

１年間で一番長い２学期、１２月には、ここにいるみんなが、それぞれの“努力のつぼ”にた

くさんの“努力”をためて、

「がんばりました！」

「“夢”に近づきました！」

と、自信満々の笑顔になっていることを願っています。

“努力”、そして、日本一を目指している“あいさつ”、今年度は、この２つにこだわって、子ど

もたちを支えていきます。

２学期も、ご家庭での、地域でのご協力をよろしくお願いいたします。

２学期のスタートにあたり、４月に学校だより３号でお伝えした“学校づくりの方針”も全職員

で再確認しました。

引き続き、“子ども第一”“子どもファースト”の学級づくり、学校づくりを進めます！

《基本方針》子どものよさ、地域のよさを最大限に引き出す教育活動の展開

□ 教職員一人一人の“個性”を生かした学級づくり、授業づくりを進めます。

□ 子どもたち一人一人の“自己有用感(役に立っている気持ち)”を高めます。

□ 保護者の皆様、地域の皆様と一体になり、“チーム瀬上”として子どもたちを支えます。

２学期も、どうぞよろしくお願いいたします。
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